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をもつために、どのような学内のどのような部局が音頭をとるべきかが明確ではなく、国内コンソーシアムの設
立というところまでは到達してこなかった。
このような経緯を受け、2020年1月からORCID日本コンソーシアムが始動した。2017年10月に当時のORCIDの
機関会員であった大学・研究機関と、入会を検討していた機関の代表者が集まり、日本におけるORCIDコンソー
シアムのあり方などを検討する会が発足し、これがORCID日本コンソーシアムの原型となった。その後、2018
年4月に日本コンソーシアム運営委員会が組織され、規則などの検討が進められて、日本コンソーシアムの設立
の運びとなった。
現在、私は、一般社団法人 大学ICT推進協議会（AXIES）の会長をしており、このような状況を受け、ORCID
日本コンソーシアムのリード機関（国内参加機関を取りまとめ、会員機関の情報管理と会費処理業務を行う機関）
としてAXIESがお世話をすることとした。建て付けとしては、AXIESの会長がORCID日本コンソーシアムの会
長を兼ねるようになっており、また、京都大学内に置いているAXIESの事務局が、日本コンソーシアムの事務
局も兼ねることになる。
ORCID日本コンソーシアムはデータサービスのプロバイダではない。もちろん、そのような機能は有するも
のの、それはあくまでも副次的なものでしかない。ORCID の真の趣旨は、永続的な研究者識別を実現するIDを
国際的に展開・運営することで、研究情報の流通に関する質保証への一つの取り組みであるということである。
ORCIDは常に研究者に視線を向けている。研究者のメリットを最も優先しているということを意味している。
どの国のどのような研究者も永続的IDの取得の機会が等しく整備され、その永続的IDに対し、機関が信頼を与
える仕組みになっている。これは単にIDに対してだけでなく、研究業績や学歴・職歴などの情報でも同じ仕組み
を実装している。
国境を越えたこの仕組みは、これまでに見られなかったものであると思っている。何処かの誰かがこの取り組
みを仕切っているのではなく、大学・研究機関を始め、出版業界、研究資金の財団などがORCIDへの機関参加を
することで、緩やかに連携する形でORCIDを支援している。
すでに、諸外国では多くのコンソーシアムが発足している。日本は後発であるものの、こうしてコンソーシア
ムを設立したことにより、国際的な研究情報の質保証について日本からの支援体制が整ったことは喜ばしいこと
と思っている。
国内のコンソーシアムの参加機関が増えると、会費も安価になるという仕掛けになっており、多くの機関の参
加が望まれる。また、早く始めれば始めるほど、研究者のメリットも早く得られることにもなる。
2020年度前期入会申込みはすでに終了したものの、すでに国内17機関からの申込みを受けている。早稲田大学
がいまだ申込みをしていないのは残念であるものの、スムーズな立上げができたと思っている。設立に向けてご
尽力いただいた多くの皆様に深く感謝するとともに、今後のORCID日本コンソーシアムの普及に期待をしたい。
